
 

  

週報
し ゅ う ほ う

        
 

世界
せ か い

聖餐日
せ い さ ん び

礼拝
れいはい

（聖霊
せいれい

降臨
こうりん

節
せつ

第
だい

18主日
しゅじつ

礼拝
れいはい

） 
         

《礼拝
れいはい

はインターネットで中 継
ちゅうけい

配信
はいしん

いたします。ホームページにてどなたで

もご視聴
しちょう

いただけますので、それぞれの場所
ば し ょ

で共
とも

に礼拝
れいはい

をして 頂
いただ

けます》 
 

前奏
ぜ ん そ う

（黙祷
もくとう

） AVE VERUM CORPUS（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ

） 

招
ま ね

きの詞
ことば

 詩編
し へ ん

    119編
へん

 33－35節
せつ

 

賛美歌
さ ん び か

 21－197番
ば ん

「ああ主
しゅ

のひとみ」（©教 団
きょうだん

出 版 局
しゅっぱんきょく

） 

聖  書
せ い し ょ

 マタイによる福音書
ふくいんしょ

 19 章
しょう

 16－30節
せつ

 

お祈
いの

り 

賛美歌
さ ん び か

 21－567番
ば ん

「ナルドの香油
こ う ゆ

」（©讃美歌
さ ん び か

委員会
い い ん か い

） 

メッセージ「人
ひと

の願
ねが

いと神
かみ

の願
ねが

い」   牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

賛美歌
さ ん び か

 21－553番
ばん

「キリストがわけられた」（©教 団
きょうだん

出 版 局
しゅっぱんきょく

） 

聖  餐
ユ ー カ リ ス ト

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

共 同
きょうどう

のお祈
いの

りと、平和
へ い わ

のあいさつ 

賛 美 歌
さ ん び か

 21－524番
ば ん

「われらみ名
な

により」（©著作権
ちょさくけん

消 滅
しょうめつ

） 

 主
しゅ

の祈
いの

り 

献 げ 物
さ さ げ も の

（＊） 

派  遣
は け ん

 21－91番
ば ん

「神
かみ

の恵
めぐ

みゆたかに受
う

け」（1節
せつ

のみ）（©JASRAC） 

祝  福
し ゅ く ふ く

       牛田
う し だ

 匡
ただし

 牧師
ぼ く し

 

後  奏
こ う そ う

 アーメン コーラス（21－40－6番
ば ん

）（©教団
きょうだん

讃美歌
さ ん び か

委員会
い い ん か い

） 

報  告
ほ う こ く

 （4 頁
ページ

をご参 照
さんしょう

ください）     

《席
せき

にお座
すわ

りになったままで礼拝
れいはい

にご参加
さ ん か

ください》 

＊受付
うけつけ

に献金箱
けんきんばこ

がございます。 

「献げ物
さ さ げ も の

（献金
けんきん

）」はご用意
よ う い

のある方
かた

のみ、お献
ささ

げください。 

2025 年 10 月 5 日（日） 

日本キリスト教団 久宝
きゅうほう

教会
きょうかい

 

第 68 巻第 25 号（通算 3462 号） 

教会設立 1959 年 6 月 14 日 
 
〒581-0072 

大阪府八尾市久宝寺 6 丁目 7－10 

TEL 072-992-2131 FAX 072-992-2135 

主任担任教師・牛田 匡 牧師 

隠退教師・小林 達夫 牧師 

郵便振替：00980－5－212130 「日本基督教団久宝教会」 

【集会案内】こどもの礼拝：毎日曜 10：00－10：20   何かお悩みがありましたらご遠慮なくご相談ください 

      主日礼拝：毎日曜 10：30－11：30 小さい子どもたちも、いつでも歓迎いたします。 

教会標語 
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ホームページ「久宝教会」 
（ウェブサイト）  

    http://www.koinonia.or.jp/kyuhokyokai 

【連絡先(牛田)】090-9161-4027 

kyuho-church@koinonia.or.jp 

この「確かさ」は当て外れということがありません。私たちが頂いている聖霊の働きによって、 

人を大切にする神の思いが、すでに私たちの心に注がれているからです。（ローマ５：５） 

 



招きの詞 詩編   119 編 33－35 節（聖書協会共同訳） 

33 主よ、あなたの 掟
おきて

の道を示してください 

私が終わりまでそれに従うことができるように。 

34 私に悟らせてください 

あなたの律法に従い 

心を尽くしてそれを守れるように。 

35 あなたの 戒
いまし

めの道に導いてください。 

私はそれを喜びとします。 

 

聖書  マタイによる福音書 19 章 16－30 節（聖書協会共同訳） 

 16 すると、一人の人がイエスに近寄って来て言った。「先生、永遠の命を得るに

は、どんな善いことをすればよいのでしょうか。」17 イエスは言われた。「なぜ、善

いことについて、私に尋ねるのか。善い方はおひとりである。命に入りたいと思う

なら、戒めを守りなさい。」18 彼が「どの戒めですか」と尋ねると、イエスは言わ

れた。「『殺すな、姦淫するな、盗むな、偽証するな、19 父と母を敬え、また、隣人

を自分のように愛しなさい。』」20 この青年は言った。「そういうことはみな守って

きました。まだ何か欠けているでしょうか。」21 イエスは言われた。「もし完全にな

りたいのなら、行って持ち物を売り、貧しい人々に与えなさい。そうすれば、天に

宝を積むことになる。それから、私に従いなさい。」22 青年はこの言葉を聞き、   

a 悩みつつ立ち去った。たくさんの財産を持っていたからである。 

 23 イエスは弟子たちに言われた。「よく言っておく。金持ちが天の国に入るのは

難しい。24 重ねて言うが、金持ちが神の国に入るよりも、らくだが針の穴を通るほ

うがまだ易しい。」25 弟子たちはこれを聞いて非常に驚き、「それでは、誰が救われ

ることができるのでしょう」と言った。26 イエスは彼らを見つめて、「それは人に

はできないが、神には何でもできる」と言われた。27 その時、ペトロがイエスに言

った。「このとおり、私たちは何もかも捨てて、あなたに従って参りました。では、

私たちは何をいただけるのでしょうか。」28 イエスは一同に言われた。「よく言って

おく。新しい世界になり、人の子が栄光の座に着くとき、私に従って来たあなたが

たも、十二の座に着いて、イスラエルの十二部族を裁くことになる。29 また、私の

名のために、家、兄弟、姉妹、父、母、子、畑を捨てた者は皆、その百倍もの報い

を受け、永遠の命を受け継ぐ。30 しかし、先にいる多くの者が後になり、後にいる

多くの者が先になる。」    （脚注 a：別訳「悲しみながら」） 



 

《先週のメッセージより》2025 年 9 月 28 日  

「7 の 70 倍まで赦しなさい」       牛田匡牧師 

聖書 マタイによる福音書 18 章 21－35 節 

 今回のお話は「赦し」についてでした。「きょうだいが私に対して罪を犯し

たなら、何回赦すべきでしょうか」というペトロの問いに対して、イエス様は

「7 の 70 倍まで赦しなさい」（21－22）と答えられたというお話でした。そし

てその後には、王に対して莫大な借金のあった家来が、王から借金を帳消しに

してもらうという寛大な措置を受けたにもかかわらず、自分に借りのある仲間

に対しては、大変厳しく接したために、主君の怒りを買って引き渡されたとい

うたとえ話が続けられました。このお話は単に「誰だって失敗することはある

のだから、相手の話を聞いて、赦すことが大切だ」と私たちに告げているので

しょうか。そもそも、このお話に登場する２人の家来たちは、「きょうだい」

や「仲間」と呼べるような対等な関係ではありませんでした。王に莫大な借金

のあった前者は社会の極一部の支配階級の権力者側にいた家来であり、彼から

借金をしていた後者はそれらの権力者たちによって踏みつけられていた庶民

の一人でした。そして前者の借金、負債というものは、人間に対するものでは

なく、神に対する負債でした。それは人間の力では決して返すことができない

ものです。王、神の方もそのことを分かっていました。だからこそ家来の懇願

の言葉に耳を傾け、放免したのでしょう。一方で王から負債を帳消しにされた

その家来は、自分に対して借金のある仲間の声に耳を傾けることはありません

でした。つまり、自分よりもさらに弱い者を踏みつけたということです。そし

て神はそんな彼を赦しませんでした。 

 これらのお話が伝えていることは、幾度となく失敗を繰り返し、道を踏み外

す私たちに「ひたすら赦し続けなさい」ということではなく、むしろ、互いの

弱さを分かり合いながら、対等な関係を持つ者同士として共に生きる。決して、

どちらかが上に立ち、他方を踏みつけるような関係であってはならない、とい

うことなのではないかと思います。なぜなら私たちは皆、神様から決して返し

きることの出来ないほどの大きな恵みを頂いてこそ、今日も生かされているの

だから。「7 の 70 倍まで赦しなさい」。それは周りにいる人たちと、共に生き

るということ。「共に生きることができる」ということを諦めないことなので

はないでしょうか。今日も私たちは神様からの大きな恵みを頂いて、生かされ

ていることを思いながら、イエス様に従う道へと押し出されて参ります。 
 

毎週の「メッセージより」は、ウェブサイト等にも順次掲載されています。 
 

 

 ホームページ    Facebook   YouTube 
             



 

◎ 先週の報告 2025 年 9 月 28 日  

 教会での礼拝は休会でした。YouTube でのメッセージの配信のみ行いました。 

 礼拝配信視聴者数 7 回 感謝 
 
◎次週 2025 年 10 月 12 日（日）神学校日礼拝 
 招きの詞 詩編 90 編 17 節 
 聖 書 マタイによる福音書 20 章 1－16 節 
 メッセージ「本当の正しさ」牛田匡牧師    
 賛美歌 565 番（©JASRAC）、562 番（©JASRAC）、『アイオナ』58 番（©出版局） 
 
◎お知らせ 
・本日、礼拝後に、10 月期の教会を考える会を開催する予定です。 
・10 月 9 日（木）9 時半～11 時半に、釜ヶ崎・いこいの家にて、「聖書を読む会」を

開催いたします。テキストは「聖書の話あれこれ」でコピーを配布します。参加費
は無料ですが、会場費としてカンパがあります。 
どなたでもご参加ください。 

・これまでの「週報」や「メッセージ（全文）」は 

ホームページに掲載しています。また中継録画の 

メッセージ部分を YouTube でご覧いただくこと 

も可能です。 

・本日の午後、14 時～17 時にかけて、東梅田教会 

にて映画「かば」鑑賞会が開催されます。差別と 

偏見、貧困など様々な問題を抱える環境の中、生 

徒たちに正面から向き合った実在した中学生教師 

たちの生き方を描いたドラマ。参加費は無料で、 

事前申込も不要です。どなたでもご参加ください。 

・10 月 26 日（日）17 時～19 時にかけて、八尾教会 

にて、「教会と天皇制」を考える特別委員会主催の 

連続座談会（第 2 回）「天皇制について考えてみた 

こと」が開催されます。発題者は岡山牧呼さん 

（大阪聖和教会員・大阪教区常置委員）です。 

昨年度「講演会」を開催したことに続き、今年度 

は連続座談会です。ZOOM でも参加が可能です。 

オンライン参加希望の方は、下記までメールで 

お申込みください。uccj.osaka.2.11@gmail.com 
 
◎次週以降の行事予定     

 メッセージ 行事 

10/12 牛田匡牧師 （神学校日） 

10/19 牛田匡牧師 収穫感謝礼拝・おにぎり支援 

10/26 牛田匡牧師 誕生者祝福式 

11/2 牛田匡牧師 

召天者記念礼拝 

13時半～ 王寺墓地・墓前礼拝 

14時半～ 第二好意の庭 

        召天者記念礼拝 

 

 

 




